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項目 数値 単位 
SH.18エンジン 回転数 28000 rpm 
クラッチベル ギヤ歯数 14 個 
中間ギヤ 歯数 50 個 
デファレンシャルギヤ 歯数 38 個 
終端ギヤ 歯数 13 個 
減速比 10.4  - 
タイヤ 直径 0.13 m 
元のラジコン 時速 66  km/h 
元のラジコン 秒速 18  m/s 
      
減速ギヤ（１）歯数 40 個 
減速ギヤ（２）歯数 25 個 
減速ギヤ（３）歯数 24 個 
減速ギヤ（４）歯数 28 個 
遊星ギヤボックス IG42C 1/61 減速比 61.0  - 
減速比 15.5  - 
改造ラジコン 時速 0.72  km/h 












10m 20m 30m 50m 70m 90m 
平均 9.88ｍ 19.85ｍ 29.78ｍ 49.90ｍ 69.92ｍ 89.87ｍ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４． まとめ 
 今回、このような研究をしてみて、実用的なロボットを導入するのは簡単なことではな
いとわかった。知識不足、GPS精度の少しのずれなどがでた。また、今回は実際にラジコ
ンを走らせてはいない。しかし、可能性はゼロではないと感じた。ネギだけではなく、水
田などでも活躍できるロボット、草を刈るロボットなども考えていきたい。これからもっ
とラジコンの改良や、マイコンのプログラミングなど専門的な知識をつけられるよう勉強
する必要がある。 
 
